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事業系・家庭系ごみの排出量の対比

　
家
庭
ご
み
の
処
理
手
数
料
は
、
可

燃
・
不
燃
が
1
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
1

円
、
粗
大
シ
ー
ル
が
1
枚
40
円
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
審
議
会
で
検
討

さ
れ
た
結
果
、
現
行
料
金
の
ま
ま
で

据
置
く
、
と
の
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

　
理
由
と
し
て
は
、
一
定
の
排
出
抑

制
効
果
が
得
ら
れ
、
一
般
廃
棄
物
処

　

家
庭
ご
み
の
有
料
化
制
度
は
、
導
入
さ
れ
て
か
ら
３
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、「
利
用
者
負
担
に
関
す
る
基
準
に
基
づ
く
見
直
し
方
針
」
に
よ
り
、
３
年
間
ご
と
に
実
施
し
て
い

る
見
直
し
に
あ
た
り
、
昨
年
７
月
に
長
野
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
に
諮
問
し
、
８
月
に
「
現
行
の
処

理
手
数
料
制
度
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、ご
み
減
量
と
資
源
化
を
推
進
さ
れ
た
い
」
と
答
申
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

理
基
本
計
画
目
標
達
成
に
向
け
、
ご

み
の
減
量
化
が
図
ら
れ
て
い
る
こ

と
。
ご
み
処
理
経
費
か
ら
み
た
手
数

料
負
担
割
合
に
大
き
な
変
化
が
な
い

こ
と
。
家
計
か
ら
み
た
場
合
の
負
担

感
が
大
き
す
ぎ
ず
、
分
別
努
力
に
結

び
つ
い
て
い
る
こ
と
。
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
、
中
核
市
や
県
内
市
の
状
況
な

ど
も
参
考
に
し
た
う
え
で
、
適
正
で

あ
る
と
の
判
断
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
引
続
き
ご
み
減
量
と
資
源
化
推
進

の
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
諸
手
数
料
の
一
部

改
定
に
つ
い
て
は
、「
広
報
な
が
の

２
月
号
」
を
ご
覧
下
さ
い
。
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有
料
化
制
度
導
入
か
ら
３
年

家
庭
ご
み
処
理
手
数
料
は

現
行
ど
お
り
据
置
き
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トラッシュ

71,127t
2,803t
4,552t
6,015t
2,021t
668t
481t
6,095t
101t

93,863t

H23.4～12 H24.4～12 前年同月対比
71,862t
2,754t
4,451t
5,928t
2,019t
644t
481t
5,704t
99t

93,943t

1.0%
-1.7%
-2.2%
-1.5%
-0.1%
-3.5%
0.0%
-6.4% 
-2.2%
0.1%合計

★カセットボンベ、スプレー缶は、必ず中身を使い切り（出し切って）穴をあけ、缶の資源日に排出してください★

毎日、家庭・事業所から排出さ
れるごみは、ごみ焼却施設と最
終処分場で処分されています。
施設のある大豆島地区と篠ノ井
小松原地区の皆さまに、ご理解
とご協力をいただいております。

※ 排出量に応じて手数料を負担する「単純比例型」方式を導入している団体
では、長野市同様に1リットル当たり1円の料金水準が最も多い。

※平成 18 年度は、現行手数料で算出

◎家庭ごみ有料化制度の検証と結果◎

導入２年前
（H19.10 〜 H20.9）

H18 年度
ごみ処理経費①

131,670t

338 円

3,737,156 千円

3,667,961 千円

H22 年度

月額負担想定額／世帯

H23 年度

導入２年後
（H22.10 〜 H23.9）

H23 年度
ごみ処理手数料②

119,368t

273 円

334,946 千円

326,741 千円

増減率

総  

量

増減率
負担割合

②／①

△ 9.3％

△ 19.2％

9.0％

8.9％

【検証１】 一定の排出抑制効果を
得ており、計画目標値に向け、
減量化が図られている。

（10％の排出抑制）

【検証３】 制度導入後、1世帯当たりの月額負担額は減少している

【検証４】 中核市や県内市の状況から現行手数料が妥当とみられる

【検証２】 ごみ処理経費からみた
　　　  手数料負担割合に大きな変化がない（概ね10％負担）


